一般社団法人 日本熱処理技術協会中部支部・第1回三重セミナーのご案内
主催　（一社）日本熱処理技術協会　中部支部
共催　中部金属熱処理協同組合
後援　鈴鹿工業高等専門学校

三重県

三重県産業支援センター

鈴鹿高専テクノプラザ

　　　　
（一社）日本熱処理技術協会中部支部では平成25年度支部活動の一環として，材料熱処理および表面改質の技術動向や取組事例に関する三重セミナーを開催します。

参加ご希望の方E-mailにて下記申込・問合せ先までお知らせ下さい。

日時：
２０１４年３月１９日（水）　9:30～16:45（9:00受付開始）

場所：
鈴鹿工業高等専門学校　第3合併講義室

　　　　　　〒510－0294　三重県鈴鹿市白子町
定員：2００名（先着順）
参加費：
日本熱処理技術協会正・維持会員、
中部金属熱処理協同組合会員（賛助会員含む），鈴鹿高専テクノプラザ会員：３,000円（テキスト代含む）
いずれも非会員：４,000円（テキスト代含む）

申込み完了次第請求書と受講票をお送り申し上げますので，指定銀行にお振り込みをお願いします。
参加申込方法：３月７日（金）までに下記申込・問合せ先へE-mailにてお申込み下さい。
申込・問合せ先：〒460-0002　名古屋中区丸の内3-6-25
イトザキビル8F　㈱NOVAクリエーション内

一般社団法人　日本熱処理技術協会　中部支部事務局

TEL・FAX：（052）961-2202　E-mail：info@jsht-chubu.jp

（一社）日本熱処理技術協会中部支部・第1回三重セミナー　プログラム
	時間
	題目
	講師

	9:30～9:40
	開会の挨拶
	（一社）日本熱処理技術協会中部支部　支部長　江上　登

	
	
	鈴鹿工業高等専門学校　　　　　　　　　　校長　　新田　保次

	
	
	鈴鹿高専テクノプラザ　　　　　　　　　　　　会長　　川口　宗弘

	9:40～10:30
	熱処理の基礎とその応用
	鈴鹿工業高等専門学校　　　　　　　　准教授　　黒田　大介

	概要  
「熱処理」を理解するために必要な基礎知識と熱処理を利用した金属材料の高機能化について初心者の方にもわかりやすいようにご説明いたします。熱処理により金属材料の中でどのような変化が生じているのか、基本的な熱処理工程、金属材料のミクロ組織を理解するための状態図の見方、窒素を利用したステンレス鋼の高機能化などについてご説明いたします。

	

	

	

	10:40～11:30
	現場から見た金型と熱処理
	三重金属株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　草野　慶彦

	概要 
金型は日本のものづくりの根幹をなす技術であるが、熱処理関連の不具合は製品の質を決定する重要な部分である。本講演では、演者が実際の製造現場で出くわした不具合、不良、欠陥について、熱処理との関係で問題解決した事例を中心にご紹介する。

	

	

	

	11:40～12:30
	チタンの熱処理と展望
	鈴鹿工業高等専門学校　　　　　　　　講師　　万谷　　義和

	概要　
チタンおよびチタン合金は優れた特性からさまざまな用途展開がなされているが，鉄鋼材料と大きく異なる特性を持つことから，取り扱いが難しい点もある。そこで熱処理による組織と材料特性の関係について述べるとともに，今後の展望について紹介させて頂く

	

	

	

	昼食 12:30～13:15

	13:15～14:05
	熱処理と表面（腐食と摩耗）
	鈴鹿工業高等専門学校　　　　　　　　教授　　　兼松　秀行

	概要　
熱処理を施すことにより耐食性と耐摩耗性などの表面の性質が変化する。耐摩耗性は、アブレージョン摩耗、凝着摩耗、腐食摩耗、疲労摩耗の概要を、また耐食性は電気化学的な観点から、孔食、全面腐食、応力腐食割れなどを説明する。

	

	

	

	14:15～15:05
	三重県の産学連携マッチングファンドについて
	三重県産業支援センター　　　　　　　　　　　　村上　和美

	概要  
熱処理や表面処理は日本のものづくりの基礎であり、その産業展開は国の産業競争力の根幹をなすものである。これは産官学の協力のもと、取り組むべきものであり、そのためには国、県などの方針を理解すること、機会を的確に捉えることが必要である。本講演では、国および県から提供される補助金等を説明する。

	

	

	

	15:05～15:20
	熱処理技術協会入会について
	（一社）日本熱処理技術協会中部支部　庶務幹事　南部　紘一郎

	15:30～16:45
	熱処理の不具合と分析による問題解決ー本校設備を用いて（本校施設見学を含む）
	鈴鹿工業高等専門学校　　　　　准教授　　　　南部　智憲

	概要　
材料に及ぼす熱処理の効果を理解するためには、様々な調査方法がある。そこで、鈴鹿高専に設置されている電子顕微鏡群（TEM、FE- SEM、FIB/SEM、EDX/EBSD）、Ｘ線回折装置、熱分析装置、硬さ試験機を紹介し、熱処理効果を調査する上でのこれら装置の活用方法を説明するとともに、実際に装置をご覧いただく。

	

	

	


一般社団法人 日本熱処理技術協会中部支部・三重セミナー  参加申込書
平成26年　 　 月　  　日　　
	氏名
	

	所属先
	

	所属部署
	

	所属先住所
	

	連絡先
	Tel：

Fax

	E-mail
	

	会員資格（該当するものに○）

・日本熱処理技術協会正会員

・日本熱処理技術協会維持会員

・中部金属熱処理協同組合会員（賛助会員含む）
・鈴鹿高専テクノプラザ
・いずれも非会員


